
　【提案事業】

4 防疫事業（小動物火葬事業） 環境政策課 新規 R

7
ごみ収集運搬事業

（粗大ごみインターネット予約システムの導
入）

クリーン
センター
業務課

R

5
防疫事業

（「薬剤散布」及び「害虫駆除」）
環境政策課 新規 R

6

これまでの焼却炉での処分に加えて、飼い主のいる犬猫等の死体の火葬
処理を外部委託する。市民から犬猫等のペットの死体を受付。冷凍庫内
で一定期間保存し、委託業者にまとめて引き渡して、合同で焼却処分を
する。

ローリング R 4
小学生（１年生から６年生）が環境問題について描いた絵をごみ収集車
に掲載、ごみ減量に関する市民周知及び啓発を行う。

4
  ローカル・ブルー・オーシャン・ビジョン

推進事業

令和32（2050）年までに大阪湾への新たなプラスチックごみの流出を防
止する目的を達成するため、門真市プラスチック削減プラットフォーム
を運用し、次の事業を行う。
⑴　プラスチックの使用量削減事業
⑵　プラスチックごみの流出防止事業
⑶　プラスチックごみの清掃・回収事業
⑷　情報の収集・発信・共有事業
⑸　その他事業目的を達成するために必要な事業

害虫等による感染症の予防及び生活環境を保全するため、薬剤散布及び
害虫駆除の委託を行う。

1

歩きたばこ等による煙、蒸気の臭いやたばこのポイ捨ての未然防止等、
喫煙者のマナー、モラルの向上及び、まちの環境美化意識の高揚を図
る。

　路上喫煙防止対策事業 環境政策課 ローリング R 13

環境政策課 ローリング R 5

2

環境基本計画等進行管理事業

環境政策課

将来にわたり持続可能な循環型社会、脱炭素社会を形成し、安全、安心
に暮らせる環境を実現するため、門真市環境基本条例第８条の規定によ
り環境基本計画を策定する。
また、ゼロ・カーボンシティ宣言の実現に向け、温室効果ガスの排出量
削減等を推進するため、計画期間に達成すべき目標を設定するととも
に、その目標を達成するための施策を検討するため、地球温暖化対策の
推進に関する法律第21条の規定により地方公共団体実行計画（区域施策
編）を合わせて策定する。

ローリング R

R 6

クリーンセンター施設棟屋上防水改修工事の施工範囲は、施設棟内の管
理エリアである。
施設棟（４号炉は平成元年３月竣工、５号炉は平成８年３月竣工）の屋
上については、これまで防水改修工事を行っておらず、現在、管理エリ
アの多目的室や更衣室、西側廊下などで雨漏りが発生しており、多目的
室は天井材が破損している状況であり、照明設備や空調機器が故障する
リスクがある。
また、このエリアには、中央操作室（ごみ焼却の制御システムや支援シ
ステムＰＣ、ごみクレーン操作盤など設置）があり、この箇所で雨漏り
が発生し、制御機器が故障した場合、ごみ焼却施設の安定的な稼働に支
障を来す可能性がある。このリスクを回避するため、早期に管理エリア
の屋上防水改修工事を実施する必要がある。

持込ごみ処理手数料キャッシュレス決済事業
クリーン
センター
業務課

新規 6

クリーンセンター施設棟運転維持管理事業
（クリーンセンター施設棟屋上防水改修工

事）

クリーンセン
ター施設課

新規

ごみの出し方等啓発事業
（子どもの絵画によるごみ減量の啓発）

クリーン
センター
業務課

持込ごみ窓口での手数料等の納付について、キャッシュレス決済を導入
し、多様な決済手段で市民の更なる利便性向上を図るもの。

ローリング R 4
現在粗大ごみの収集申し込みについては、粗大ごみ受付センターにて電
話で受け付けているが、本予約システムを導入することで、現況を打開
し市民の利便性の向上を図る。

令和６年度事業提案一覧表

環境水道部
（環境）

番号 事 業 名 所属名 種別
事業
開始
年度

事業概要

R 1
ごみの適正かつ効率的な焼却処分等を行いつつ、ごみ焼却施設等の基幹
的設備改良工事（延命化工事）及び最適な包括管理運営業務委託を実現
することで、より安定的かつ効率的なごみ処理体制の確保を図る。

6

9

8

6

10
クリーンセンター施設棟運転維持管理事業
（ごみ焼却施設等基幹的設備改良工事及びご

み焼却施設等包括管理運営委託等）

クリーン
センター
施設課

/環境政策課

ローリング

1


